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1. やまぐちデジタル改革の進捗状況

① ＣＩＯミーティングの定期開催

① 本県におけるデザイン思考の普及

② デジテック for YAMAGUCHIの運営

③ デジタルマップの利活用

① 本県におけるデザイン思考の普及

② 建設産業におけるデジタル技術の普及促進と魅力の発信

③ 中小企業のデジタル技術の導入促進

① 教育データの活用

② スマートシティの推進

③ 教育データの活用

関 治之 氏

《(一社)ｺー ﾄ゙・ﾌｫー ・ｼ゙ｬﾊ゚ﾝ》

砂金 信一郎 氏

《ＬＩＮＥ㈱》

中井 陽子 氏

《日本ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ㈱》
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(1) ＤＸ推進体制

② 山口県デジタル・ガバメント構築連携会議

令和４年４月、国の動向や課題等を市町と共有し、各取組について対応を検討

➢ 情報システムの標準化・共通化について
➢ 行政手続のオンライン化について
➢ ＲＰＡ等の共同利用について

➢ マイナンバーカードの普及促進について

➢ デジタルデバイド対策について 等



③ ＤＸ推進官民協働フォーラム 「デジテック for YAMAGUCHI」

⇒ 会員同士の課題解決に向けた共創活動が実装へ
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発 足 日 令和３年６月１０日

会 員 数 ７８３（個人６４７名、法人１３６団体）

目指す姿
会員同士の交流・共創を通じた
持続可能な課題解決コミュニティ

活動目標 共に考え、挑戦し、克服する

✓ 市民エンジニアが開発したレノファプロジェクトアプリ（駐車場可視化サイト）を４月に実装
✓ 新たなプロジェクトメンバーを加え、アプリのさらなる改善に向けた取組がスタート
✓ 来年度からはレノファ山口がアプリを引き継ぎ、運用予定

（令和４年８月末現在）



① 「やまぐちＤＸ」の創出

やまぐちDX推進拠点「Ｙ－ＢＡＳＥ」を核としたＤＸの推進

✓ Ｙ－ＢＡＳＥを核とした全県的なＤＸ推進に向けた
取組をさらに強化するため、意欲ある市町と連携
してサテライト機能を構築

⇒ ５月、「うべスタートアップ」を「Ｙ－ＢＡＳＥ・宇部
ブランチ」として開設

✓ これまでＤＸコンサルで９６件のプロジェクト
が立ち上がり、３４件が課題解決

✓ 利用者満足度は累計で９６．１％

✓ Ｙ－ＢＡＳＥの利活用を促進するため、ＤＸに
関する相談対応や技術支援の事例を紹介・
普及

⇒ ７月から事例紹介サイト公開
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(2) 「施策の３つの柱」の取組状況

順次掲載事例
拡充予定



シビックテックの推進

✓ 令和３年度の実証が以下の成果に発展

①県内全６町における導入に向けた実証に発展

⇒ ８月、山口県町村会等と協定を締結し、横展開
タイプの実証をスタート

②今年度からの実装に発展

⇒ 「粗大ごみ収集予約
システム」の運用開始

✓ スタートアップ企業等と行政・県民が協働し
て、地域・行政課題を解決する「シビック
テック チャレンジ YAMAGUCHI」を実施

⇒８課題に対して４０社が応募
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粗大ごみの戸別収集を、スマート
フォンやパソコンからインターネット
で申し込むことが可能で、手数料
の支払いも、窓口に出向かずにク
レジットカードで支払うことが可能

発話内容をリアルタイムに文字に起こし画面に表示することで聴力
の弱い住民等とのコミュニケーションを支援



オープンイノベーションの推進 データドリブンの実施

✓ フォーラムの会員同士がノウハウや技術等を持
ち寄り、県内をフィールドとした実証実験等を行
い、新たなソリューションなどの先導的事例の
創出を目指す「デジテック・オープンイノベーショ
ン」を実施

⇒１次募集で１件を採択、２次募集を実施中

✓ 行政保有データと民間データを掛け合わせるこ
とにより、新たな気づきとアイデアを創出し、地
域課題の解決や新たなサービスを生み出す取
組として、行政職員と県民が協働で実施する
「官民データ活用のワークショップ」を開催

⇒ ８月に参加者を募集、９～１１月に開催

オープンデータ及び関連する事例情報や各種外部サイト
へのリンク情報等を芋づる式で検索できる仕組みを活用
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《高齢者の生活利便性向上にむけた支援サービス構築》

• 買い物代行を始めとした生活支援サービスをタブレッ
トを用いて提供する仕組みの社会実装に向けた実証

• 民間企業２社と行政による協働の取組

高齢者

買い物代行等

タブレット操作



データドリブンの実施

✓ 県産業技術センターに設置した「宇宙データ利
用推進センター」を中心に、衛星データを活用し
た新事業創出に取り組む企業への支援の実施

✓ データを活用した施策立案・新サービス構築プ
ロセスを、コーチング型のアクティブラーニング
で体験し、民間のコンサルティングノウハウを
ベースとした汎用的なビジネススキルを習得す
る「山口データアカデミー」を開催

⇒ 県９部局・５市町から計３５名が参加
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《宇宙産業分野での起業への産学公金連携による支援》

• 衛星データ等を使った低コストかつ高頻度でのインフ
ラや周辺環境監視の一次スクリーニングを目的とした
監視手法の開発

• 宇部市発スタートアップ企業㈱New Space Intelligence
による取組

※左から

㈱YMFGZONEプラニング、㈱山口銀行、

㈱New Space Intelligence、宇部市、

山口県、山口県産業技術センター

《内閣府実証事業を活用した取組支援》

• 衛星データ等を使って醤油原料の高品質・高収量生
産による安定供給を実現するための実証事業に採択

• 山口大学農学部発のベンチャー企業「アグリライト研
究所(㈱)」やヒガシマル醤油などによる取組



② 「デジタル・ガバメントやまぐち」の構築
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行政手続のオンライン化・マイナンバーカードの普及促進

✓ 添付書類の精査や事務手続の見直し（ＢＰＲ）を
行いながら、行政手続のオンライン化を推進

⇒県関係手続について、今年度中にオンライン
化完了（現時点、8割超をオンライン化（申請件数ベース））

✓ 誰もが簡単にオンライン手続を利用できるよう、
県ＨＰにワンストップ窓口となる「やまぐちオン
ライン手続総合案内サイト」開設（令和４年４月）

⇒手続申請ページ：月平均 約４，５００アクセス

✓ 行政サービスの更なる利便性向上に向けて、
今年度、電子契約サービス・Ｗｅｂ口座振替受

付サービスを導入予定

✓ オンラインでの本人確認を安全・確実に行うた
めの基盤となるマイナンバーカードの普及促進

⇒国のマイナポイント事業等とも連携し、県・
市町による普及啓発・広報活動を展開

＜交付枚数率４８．９％ 全国７位（令和４年８月現在）＞

✓ 特に住民の利便性向上に資する県・市町手続
（子育て・介護等）について、今年度末までにマ
イナンバーカードを用いてオンライン申請が可
能となるよう、ワーキンググループにより推進

⇒県及び８市町・延べ７４手続がマイナポータ
ル等からマイナンバーカードを用いて申請可能



デジタル・ガバメントに関する市町支援
オープンデータの推進

デジタルマッピング

✓ デジタル・ガバメントの取組を全県的・計画的に
進めるため、県において外部人材を確保し、市
町に対する専門的な相談対応や課題解決に向
けた提案・助言等を実施

○相談窓口の設置（Ｗｅｂ会議等：週１回程度）

○巡回相談の実施（月２日程度）

⇒ １８市町・５８件の相談対応（８月末時点）
オンライン手続作成研修会の実施

✓ オープンデータカタログサイトのデジタルマッピ
ング機能を活用し、安心・安全に関するデータ
を可視化

⇒身近な交通事故情報及び不審者情報を追加
アクセス数も大幅に増加

＜支援内容＞
行政手続オンライン化に関すること
情報システムの標準化・共通化に関すること
情報セキュリティ対策に関すること
その他デジタル・ガバメントの取組全般に関すること
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交通事故情報
• 2019年・2020年の県内の交通事故の発生場所、日時、内容、

道路形状、当事者の年齢層等の情報を公開
• 全事故及び死亡事故に分けて地図表示

不審者情報
• 2022年に発生した不審者による声掛け等の発生場所、日時、

事案概要等の情報を公開
• 被害対象を女性・子供に分けて地図表示



情報システムの標準化・共通化 ＡＩ・ＲＰＡの活用 デジタル・ワークスタイルの推進

✓ 国が定める基幹２０業務※に
ついて、目標時期（令和７年
度）までに、ガバメントクラウド
上の標準準拠システムへ移
行できるよう、計画的に推進

⇒ ワーキンググループで、国の
動向や課題、進捗を共有

※児童手当、子ども・子育て支援、住民基本
台帳、戸籍の附票、印鑑登録、選挙人名簿
管理、固定資産税、個人住民税、法人住民
税、軽自動車税、戸籍、就学、健康管理、児
童扶養手当、生活保護、障害者福祉、介護
保険、国民健康保険、後期高齢者医療、国
民年金

✓ 定型業務を自動化するＲＰＡ
や、議事録作成支援システム
等のＡＩを順次導入

⇒ ＲＰＡ：20業務（Ｒ４予定）
（許可・届出業務、調査集計業務等）

✓ 導入コスト削減等を図るため、
ワーキンググループで、市町
との共同利用も推進

⇒ ＲＰＡ：５業務（Ｒ４予定）
（給与計算業務、各種申請入力業務等）

議事録作成支援システム
（１５市町）

✓ デジタル技術を最大限に活用
し、テレワークやペーパレス
協議、Web会議の活用を促進

⇒ 大型モニターの
整備（各部局長室）

⇒１人用Web会議
ブースを順次設置

各部局・総合庁舎
３０台

⇒ コミュニケーション
ツールの導入

定型業務は
ロボットが代行

メール
操作

データ
入力

画像
加工

コピペ
作業
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Web会議
ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ協議

Web会議
チャット

ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ協議



③ 「デジタル・エリアやまぐち」の形成

デジタル人材の育成

✓ デジテック会員を対象に、ＡＩモデ
ルを開発できるプログラミング技
術を学ぶ「やまぐちAI Quest」をオ
ンラインで提供

⇒ ２８０名が受講中

✓ 高校生を対象に「やまぐち高校生
データサイエンティスト育成講座」
を開催

⇒ 基礎講座４２名、ステップアップ
講座１１名が受講中

✓ 県内企業や学生を対象に、
山口大学と連携した「データ
サイエンス講座」を開催

⇒ ４３名が受講中

✓ 行政職員を対象に、ローコード
ツールの実践的活用を学ぶ「ロー
コード技術基礎研修」を開催

⇒ ３１名が受講中

✓ 自治体・企業・団体等職員
を対象に、「Tableau（タブ
ロー）」を用いて、データの
可視化を行うことができる
基本的なスキルを身に付
けるとともに、データの特
徴を整理して第三者に分
かりやすく伝えることがで
きるノウハウの習得を目指
す集合型研修を開催

⇒９～１１月に開催

✓ ＤＸの推進に重要となるデザ
イン思考を習得するための
実践的な人材育成「やまぐ
ちデザインシンキングカレッ
ジ」を開講

⇒８月に開講イベント開催

同時に受講者を募集中

✓ デジタル人材育成方針に基
づき、全職員を対象に必要
なデジタル研修を実施（市町
にも同時配信）
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「Well-being」の普及啓発 ＹＳＮのあり方検討 デジタルデバイド対策

✓ 「デジタル田園都市国家構
想」が目指す「心ゆたかな暮
らし（Well-being）」の実現につ
いて、日本における研究の第
一人者及びWell-being指標の
開発者を招いて、特別講演及
び知事とのトークセッションを
開催

✓ コロナ化を契機とした急速な
デジタル化の進展による利活
用拡大の可能性や、国による
デジタル基盤活用促進等の
動向など、ＹＳＮを取り巻く状
況変化を踏まえ、「やまぐち情
報スーパーネットワーク（ＹＳ
Ｎ）あり方検討会」を開催し、４
つの視点からの検証を実施

✓ デジタル機器の活用に不安
のある高齢者等がデジタルの
『楽しさ』や『利便性』を理解し、
より豊かな生活を実現できる
よう、スマートフォン等を活用
した効果的な事業を実施

✓ 市町や事業者が取り組む独
自のデジタルデバイド対策を
支援

《取組事例》

• 携帯ショップのない地域での公民館
等を会場としたスマホ教室の開催

• 本庁や支所でのスマホよろず相談
所の開設

• 老人クラブと連携した、高齢者デジ
タル活用リーダーの育成やスマート
フォンを活用したイベントの開催

• キャッシュレス決済サービスの体験
教室の開催
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⇒ ９月１３日にあり方検討会を
開催し、報告書をとりまとめ

《検証の視点》

• 急速なデジタル化の進展など、取
り巻く状況変化への対応

• 新たな行政ネットワークとの経費比
較等

• 廃止した場合の利用者への影響
• 光ファイバの財産的価値への着目



(3) 各分野の主な取組状況（デジタル技術の社会実装・自走の例）
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➢ 「やまぐちデジタル改革基本方針」（令和３年３月策定）に基づく取組が、令和３年度に

各分野で大きく進展

未来技術を活用した社会実装・自走件数（５年間の累計）

［Ｒ２年度～Ｒ６年度：２０件］

◆デジタルに関連するＫＰＩの設定状況◆

第２期「山口県まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

◆デジタルに関連するＫＰＩの達成状況◆

令和３年度末で達成済み （令和２年度：８件、令和３年度：２６件）



スマートファクトリー
点群データによる３Ｄ立体化

（遠隔採寸・確認検査）
中小企業ＲＰＡ共同利用

中小製造業の人手不足や生産
性向上等の課題解決を図るため
スマートファクトリーモデルを創出

《ＡＩとＩｏＴを活用した工作機械の
異常検知・予知保全ｼｽﾃﾑ構築》

《ＡＩを利用した菌床椎茸の生産
管理の効率化》

《AI活用非接触自動入退場シス
テムの構築》

《見積のRPA化・ＡＩによる見積可
能なビッグデータの構築機能》

工場で製造した製品等の立体情
報を３Ｄスキャナで撮影し、点群
データとして３Ｄモデル化すること
で、遠隔地から詳細な画像の閲
覧を可能にするとともに、遠隔採
寸にも取り組む

中小企業の生産性の飛躍的な
向上を目指すため、複数の中小
企業がクラウドサービスを活用し、
RPA導入に係る共同シナリオ作
成などコストダウンを図る実証実
験や課題検証を実施

⇒ 令和４年度から本格導入 ⇒ 令和３年度から本格導入
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① 産業維新

⇒ 令和４年度から本格導入

◆令和３年度・４年度上半期にＫＰＩを達成した主なもの◆

タブレット、スマートフォン
などの端末で受信

・セット替え予告
・段取り替え予告
・刃物交換予告

ＡＩ活用



バーチャルラボ
ぶちうま！情報ステーションDX

ぶちうま！アプリ
公共工事における遠隔臨場

リモート研究開発環境の実現に
より、県下の遠隔地での解析・分
析能力の向上を図り、企業の新
製品・新サービス開発を促進

⚫ 農林総合技術センター

地鶏の筋繊維の解析

⚫ 水産研究センター

放流トラフグの耳石に装着
した蛍光標本の確認

デジタル技術を活用し、若年層
等幅広い世代への新たなアプ
ローチや地産地消対策を推進し、
県産農林水産物の消費を拡大

《ぶちうま!情報ステーションDX》

《ぶちうま！アプリ》

公共工事に係るリモート現場管
理の推進により、建設現場の生
産性を向上、就労環境を改善

⇒ 令和３年度から本格導入 ⇒ 令和３年度から本格導入
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⇒ 令和４年度から本格導入

タッチ式コンテンツ

アイコンをタッチすると
見たいコンテンツが選べる
（産地ライブ配信、クイズ、
図鑑、電話質問など）

参加店舗での購入によるポ
イント獲得、ポイント獲得
と連動した食育機能、電子
クーポン・オリジナルLINE
スタンプの配信等



ぶらやま
やまぐちﾃﾞｼﾞﾀﾙｷﾞｬﾗﾘｰ

やまぐちﾊﾞｰﾁｬﾙｱｰﾄﾐｭｰｼﾞｱﾑ
YY!SQUARE

新山口駅から山口、萩・長門、宇
部・美祢を対象に、やまぐちＭａａ
Ｓ用Ｗｅｂアプリ「ぶらやま」を活
用した交通系デジタルチケットの
販売や超小型モビリティ・電動バ
イクのレンタルなど新たなモビリ
ティサービスを提供

文化振興・誘客拡大に向け、「山
口県立美術館」「萩美術館・浦上
記念館」所蔵品のデジタル化を
進め、デジタル技術を活用したコ
ンテンツの運用を開始

《やまぐちﾃﾞｼﾞﾀﾙｷﾞｬﾗﾘｰ》

《やまぐちﾊﾞｰﾁｬﾙｱｰﾄﾐｭｰｼﾞｱﾑ》

「地方創生テレワーク」のモデル
オフィスを県庁１階に開設し、都
市部テレワーカーの受入れ・移
住等を促進

⇒ 令和３年度から本格導入 ⇒ 令和３年度から本格導入
15

② 大交流維新

⇒ 山口市街地は令和３年度から
萩・長門は４年度から本格導入



ＡＩ婚活 ちょるなび ぶちエコアプリ

やまぐち結婚応縁センターの会
員に対していつでもスマートフォ
ンから非対面・非接触でお相手
探しなどができるマッチングシス
テムによる１対１の出会いの機
会を提供

《主な機能》
・ スマホで会員登録・お相手探し
・ オンラインでのお見合い・相談

対応
・ ＡＩがお相手探しをサポート

スマホのLINEを活用した「やまぐ
ち子育てＡＩコンシェルジュ（愛称：
ちょるなび）」により、県民からの
妊娠、出産、子育てに関する問
合せに24時間365日対応するな
ど、一貫した伴走型支援を実施

県民生活に伴い排出されるＣＯ₂
の量を可視化するとともに、省エ
ネ・エコに関する様々な情報を配
信し、脱炭素型ライフスタイルへ
の実践行動を促進

⇒ 令和４年度から本格導入
16

③ 生活維新

⇒ 令和３年度から本格導入 ⇒ 令和３年度から本格導入



分身ロボット

いじめ・不登校対策
電子図書館サービス インフラ監視・点検（河川）

障害や入院等で通学が困難な児
童生徒に学びの機会を保障する
ため分身ロボット「OriHime」（５
台）を整備し、病室等から教室の
授業へ参加することができる体
制を構築

不登校等の児童生徒が、学校に
配置されたスクールカウンセラー
と直接会えない場合でも、相談・
カウンセリングを受けることがで
きるよう、１人１台タブレット端末
等を活用して、オンラインによる
相談やカウンセリングを行える体
制を構築

県立山口図書館において、イン
ターネットを通じて自宅等に居な
がら読書や学習、調査・研究が
できる電子図書館サービスを導
入（調査研究のための専門書や
辞典、ビジネスや医療、スキル
アップに役立つ実用書などの電
子書籍を提供）

ドローン等により取得した地形
データを活用した河川の変状監
視手法を検討

⇒ 令和３年度から本格導入 ⇒ 令和４年度から本格導入
17

このデータを基に河川の地形の変状を監視

堆積箇所深掘箇所

堤防
３次元データ

これまで

横断面を計測

新たな手法

⇒ 令和３年度から本格導入

ドローンの活用



ＡＩによるＳＮＳ巡回 キャッシュレス納付 県民相談ＡＩチャットボット

ＡＩ技術を活用したＳＮＳ内の巡回
等により、県内の大麻関心層（大
麻の隠語等のキーワードを検
索・ 投稿している者）に対し、自
動的に警告動画等を配信し、大
麻の違法性等を強く訴えかけ、
乱用の未然防止を図る

各種手数料や使用料等の納付
において、スマートフォンアプリ、
クレジットカード及びPay-easy（ペ
イジー）によるキャッシュレス納付
が可能

《スマートフォンアプリ》

《クレジットカード》

※山口県公金納付サイトから

《Pay-easy（ペイジー）》

県民からの各種質問とその回答
を一元的にデータ化して、県民相
談に活用するFAQシステムを構
築し、これを基に県HP上にAI
チャットボットを設置

⇒ 令和３年度から本格導入
令和４年度から拡充 ⇒ 令和４年度から本格導入

18
⇒ 令和３年度から本格導入

インターネットバンキング
モバイルバンキング



(４) 令和４年度「デジタル・魁プロジェクト」の進捗状況

①「デジタル de 子
育て支援」推進
プロジェクト

➢ 総合的な子育て支援システムである「やまぐち子育てAIコンシェルジュ」の本格運用を4月から開始。

➢ 県民のシステムの利用状況を分析し、AIにより回答が可能な範囲の拡大などサービス内容を改善。

②「やまぐちスマー
トスクール構想」
推進プロジェクト

➢ 高校生を対象として、学習活動で日常的にＩＣＴを活用した実践事例や、ＩＣＴを活用した社会変革に
つながるアイデアの提案、プログラミング成果物等を評価するコンテストに向けたワークショップを
開催

➢ データサイエンティストを目指す高校生への学習の場の提供を目的として、高校生向けのデータサ
イエンティスト育成講座を開講

➢ 総合支援学校における児童生徒の自立と社会参加を促進するため、学校にいながら社会体験や
職場体験ができるオリジナルＶＲ動画の作成に必要な機器を整備

➢ 選抜性の高い大学への進学を希望する高校生を対象に、１人１台タブレット端末を活用して、発展
的な知識・技能の育成を図るハイレベルな講義・演習を実施

➢ ＩＣＴ環境を活用し、複数校が同時に受講可能な資格取得に関するオンライン講座やデジタル化対
応産業教育装置を活用した資格取得講座等を実施

➢ 私立学校運営費補助等により各私立学校の教育ICT化を支援予定

19

デジタル化の効果を目に見える形で、県民の皆様にいち早く実感してもらうことができる
よう、特定の政策テーマの下、関連する施策の中から先導的な取組をプロジェクト化し、
『デジタル・魁（さきがけ）プロジェクト』として、重点的・集中的に実施



③ 「日本一の
安心インフ
ラやまぐち」
実現プロ
ジェクト

➢ 新たな手法による地形の変状監視を島田川で実施するため、３次元地形データの取得に向け調整中

➢ 特殊橋等の損傷箇所の早期発見・早期対応を図るため、３次元データの作成及びひずみ計・変位計に
よる計測を実施

➢ 小規模橋梁の定期点検・診断業務の効率化・高度化を図るため、ＡＩを活用した点検・診断システムの構
築、ガイドラインの作成

➢ インフラメンテナンスの高度化・効率化を図るため、デジタル技術の活用を河川や橋梁以外の施設に拡
大するとともに、各施設のデータの連携やオープン化に向けた検討に着手

➢ 測量・設計、施工、維持管理の各段階における３次元モデルの活用により、建設現場の生産性向上を
図るため、測量・設計業務において３次元モデルの作成の試行を実施

④ 「未来を切り
拓く中堅・中
小企業ＤＸ」
促進プロ
ジェクト

➢ ものづくり企業のＤＸに向けた取組を促進するため、５GやAIなどの未来技術を活用した実証テーマを創
出するとともに、新設した補助金によりデジタル実装を支援

➢ 山口市中心商店街において、来街者の年齢や性別等を自動的に集計するＡＩカメラを用いた商店街の
人流データを収集する実証事業等を支援

➢ リモート研究開発環境の実現により、県下の遠隔地での解析・分析能力の向上を図り、企業の新製品・
新サービス開発を促進する事例を実装環境で実証

➢ 県内中小企業における３Ｄプリンターを基盤とした３Ｄものづくり技術の活用推進のため、３Ｄ関連機器
の研修や、専門アドバイザーによる３Ｄ技術の導入支援等を実施

➢ 県内企業や学生を対象に、山口大学と連携した「データサイエンス講座」を開催すると共に企業課題の
解決のためのケーススタディを実施

➢ 生産性向上や既存ビジネスの変革等を目指した情報処理システム構築に対する補助など、フェーズに
応じた切れ目ない支援を総合的に展開

➢ リアルとオンラインを併用したハイブリッド形式の展示会出展等の支援により、ウィズコロナ・アフターコ
ロナに向けた販路拡大の取組を支援

➢ インターンシップ、採用選考等の企業の採用活動にデジタルを効果的に活用するためのノウハウを習得
する企業向けセミナーの開催、企業に対する伴走支援の実施

➢ 中小企業の経営課題の解決に必要な経営人材やデジタル人材等の専門人材確保に向け、就業や副業
等多様な形態での首都圏等のプロフェッショナル人材とのマッチングを促進

➢ 県制度融資「ＤＸ対応支援資金」により、ＤＸを通じた革新的な生産性向上等に必要な資金を金融面から
支援

➢ 新たな働き方の導入に向けた専門家による助言、提案、アフターフォローが受けられるワークショップを
開催するとともに、伴走支援等を実施、実践モデル創出に対する補助の実施 20



⑤ 「地域を支え
るスマート農
林水産業」加
速化プロジェ
クト

➢ 果樹や施設園芸等の農業経営資産の可視化やデジタル化による経営承継のモデル実証及びモデル
実証推進員を通じた支援体制の構築に向けた取組を開始

➢ 柑きつ園での環境モニタリングデータに基づくAI制御技術を、「通信型マルドリシステム」に搭載した、
栽培自動化技術の現地導入に向けた開発を開始

➢ 麦の栽培管理・品質改善を図るため、衛星画像解析やAIによる穂数計測技術等のデジタル技術を活
用した生産体制の構築に向けた取組を開始

➢ 牛の個体情報を管理するクラウドシステムや健康監視システムの実装による、子牛の生産効率等の効
果検証を開始。また、搾乳ロボット等先進技術を備えた「酪農スマートファーム」の整備に向けた取組を
開始

➢ 林業の労働環境改善に向け、LPWA（遠距離通信無線網）の整備やアシストスーツ等の導入支援を開
始するとともに、スマート林業技術導入マニュアルを発行

➢ 低コストな主伐-再造林一貫作業システムの構築に向け、これまで実証・開発された複数のスマート技
術・装備をワンパッケージ化して実践・検証

➢ 高級魚のハタ類等について、持続的な漁場・資源利用を可能とする操業支援システム（アプリ）の構築
に向けて、漁場ごとの生息量（資源量）の調査を開始

➢ 県内の輸出産地にバイヤーをバーチャル招へいできる県独自の「web産地招へいシステム」の導入に
向けて、システムを開発中

⑥ 「観光Ｖ字回
復・関係人口
拡大」推進プ
ロジェクト

➢ ビッグデータ等の分析結果を踏まえ、ターゲティング広告等のデジタルプロモーション、19市町を巡る県
内周遊イベント、宿泊増加に向けた着地整備の支援を実施

➢ インバウンドの本格的な再開を見据え、マーケティング視点に基づいたデジタルプロモーションを実施

➢ 観光地経営のDXモデル創出に向けたデータ分析とデザイン思考に基づくワークショップ等を、長門市、
美祢市において開催

➢ AIを活用したゲーム性のある伝統芸能体験コンテンツを制作・公表するとともに、コンテンツ設置施設
を周遊案内アプリへ掲載予定

➢ 美術作品のデジタル化を進め、美術館でのデジタル展示やオンライン展覧を実施しており、今後も作品
のデジタル化を継続しコンテンツに追加

➢ 都市部テレワーカーの受入拡大に向けた県内関連施設のネットワーク化を推進するため、「やまぐちテ
レワーク・ワーケーションウィーク」を開催

➢ テレワーク移住者等のヒアリングを踏まえ、ワーケーションやテレワーク移住を促進するためのウェビ
ナーやワーケーション受入のノウハウを学ぶ「山口県ワーケーション塾」を開催

21



⑦ 「みんなで共創！ソ
リューション」創出プロ
ジェクト

➢ Ｙ－ＢＡＳＥが有する高度な機能や専門人材を活用した支援を県下各地域・各分野に拡げ
ていくため、サテライト機能を構築（宇部ブランチを開設）

➢ デジテック for YAMAGUCHIのメンバー同士が地域課題解決・新たな価値の創造に向けて
取り組む実証を支援する「デジテック・オープンイノベーション」において１件の実証を開始
するとともに、２次募集を開始

➢ 行政とスタートアップ企業等が協働して、デジタル技術で地域・行政課題を解決する「シ
ビックテック チャレンジ YAMAGUCHI」において８件の課題のマッチングを進めるとともに、
Ｒ３年度実証の横展開実証をスタート

⑧ 「データ＝価値創造の
源泉」利活用促進プロ
ジェクト

➢ 昨年度実装したデータ同士の関連性を可視化するツールを用い、スマートシティ実現に向
けた官民データ活用のワークショップを開催

➢ 「Tableau（タブロー）」を用いて、データの可視化を行うことができる基本的なスキルを身に
付けるとともに、データの特徴を整理して第三者に分かりやすく伝えることができるノウハ
ウの習得を目指す集合型研修を開催

➢ データを活用した施策立案・新サービス構築プロセスを、コーチング型のアクティブラーニ
ング研修を開催

⑨ 「誰一人取り残さないデ
ジタル社会」実現プロ
ジェクト

➢ 光ファイバ整備に対する支援制度の継続・拡充や、光ファイバ等の超高速ブロードバンド
のユニバーサルサービス化等を国に要望

➢ 通信事業者からの提案により、スマートフォン等を活用した先駆的かつ効果的な事業の実
施や、デジタルの『楽しさ』や『便利さ』が伝わる市町独自の取組に対し補助

⑩ 「明日の社会を創るデ
ジタル人材」育成プロ
ジェクト

➢ 県民を対象としたＡＩ人材育成プログラム「やまぐちAI Quest」のオンライン学習を提供する
とともに、実践的なＡＩ開発ハンズオン勉強会を開催

➢ 行政職員自らがアプリ開発等をすることが可能になるローコード技術を活用した研修を開
催

➢ ＤＸの推進に重要となるデザイン思考を習得するための実践的な人材育成「やまぐちデザ
インシンキングカレッジ」を開講

➢ 離職者等のキャリアアップや職種転換に向けたIT分野等の職業訓練の実施

22
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2. 「やまぐちデジタル改革基本方針」の改訂

✓ 現行方針は、令和３年３月、コロナ禍による社会全体のデジタル化の動きなどを背景に、

県の取組の基本的な考え方等を示すものとして、「やまぐち維新プラン」の計画終期となる

令和４年度までを対象期間に策定した。

✓ 県では、新たな県の総合計画「やまぐち未来維新プラン」を策定中であり、国においても

「デジタル田園都市国家構想基本方針」を策定し、それに基づく総合戦略の策定等も予定

されていることから、それらを踏まえ、現行方針を改訂する。

✓ さらに、県議会「人にやさしいデジタル社会実現特別委員会」の政策提言が、今後取りま

とめられる予定であることから、方針の改訂にあたっては、この提言を踏まえた取組等も

盛り込むこととする。

◆改訂の趣旨◆

◆対象期間◆

✓ 「やまぐち未来維新プラン」に合わせ、令和４年度（2022年度）から

令和８年度（2026年）までの５年間とし、必要に応じて見直しを行う。
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◆改訂にあたっての基本的考え方◆

◆今後のスケジュール（案）◆

✓ 「デジタル社会のビジョン」、「改革の基本姿勢」、「施策の３つの柱」は、現行方針を維持

✓ これまでの改革の取組や成果を活かし、その更なる深化・発展を図るとともに、新たな地域
課題や社会の変化、デジタル技術の進展等を的確に捉えて、新たな取組を構築

《留意すべき事項》

➢ 「やまぐち未来維新プラン」の取組の方向性やその内容等を反映

➢ 国の「デジタル田園都市国家構想基本方針」や「デジタル社会の実現に向けた重点計画」
等に基づく取組と連携

➢ 県議会「人にやさしいデジタル社会実現特別委員会」の提言を踏まえた取組等の盛り込み

✓ なお、改訂に当たっては、ＣＩＯ補佐官とのこれまでの「ＣＩＯミーティング」で蓄積された知見を
反映するとともに、新たな方針案について提言を得る

令和４年度（2022年度）中に改訂

《参考》 令和４年12月頃までに予定されているもの

➢ 「やまぐち未来維新プラン」の策定

➢ 国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略（仮称）」の策定

➢ 県議会「人にやさしいデジタル社会実現特別委員会」からの提言


